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住民による味原川放水路清掃作業

�

身
近
な
こ
と
か
ら
実
践
し
よ
う

　

環
境
問
題
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
に
課
せ
ら
れ
た
身
近
な
問
題
で
す
。

環
境
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に

は
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
な
か
で
私
た

ち
が
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
心
が

け
、
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　

例
え
ば
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
や
資

源
の
無
駄
使
い
な
ど
を
抑
え
る
た
め
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
を
見
直
し
て
み

る
な
ど
、
環
境
を
守
る
た
め
に
、
身
近

で
で
き
る
こ
と
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　

‐
６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す
‐

　

ま
ず
は
私
た
ち
の
足
元
か
ら
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地
球
温
暖
化
の
よ
う
な
世
界
的
な
問
題
か
ら
身
近
な
ご
み
問
題
に
い
た
る
ま
で
、

環
境
問
題
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
か
ら
社
会
全
体
の
活
動
の
あ
り
方
に
ま
で
深
く

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す
。
環
境
の
こ
と
を
考
え
て
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
」
の 

実
施
に
つ
い
て

　

本
町
は
、
職
場
な
ど
で
の
適
正
冷
房

の
徹
底
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
層

の
推
進
を
通
じ
、
地
球
温
暖
化
を
防
止

し
、
環
境
と
共
生
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
文
化

の
定
着
、
発
信
を
図
る
た
め
、
軽
装
勤

務
（「
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
」）
と
し
ま

す
。
住
民
の
皆
さ
ま
も
、
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
町
主
催
の
会
議
な
ど
に

出
席
す
る
場
合
は
、
軽
装
で
お
願
い
し

ま
す
。

▼
期
間　
６
月
１
日（
木
）～
９
月
30
日（
土
）



ご
み
の
減
量
、
分
別
排
出

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

紙
類
（
紙
パ
ッ
ク
、
段
ボ
ー
ル

及
び
そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
）

の
出
し
方

▼
紙
パ
ッ
ク
の
出
し
方

①
紙
製
の
パ
ッ
ク
（
マ
ー
ク
が

　

つ
い
た
も
の
）
に
限
り
ま
す
。

　

パ
ッ
ク
の
中
に
ア
ル
ミ
が
張
っ
て
あ

　

る
も
の
は
、
そ
の
他
紙
製
容
器
包
装

　

用
指
定
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
水
洗
い
を
し
、
切
り
開
き
、
乾
か
し

　

て
く
だ
さ
い
。

③
紙
パ
ッ
ク
以
外
の
も
の
は
混
ぜ
な
い

　

で
く
だ
さ
い
。

▼
段
ボ
ー
ル

①
段
ボ
ー
ル
に
つ
い
て
い
る
金
具
、
ガ

　

ム
テ
ー
プ
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

②
ぬ
れ
て
い
る
場
合
は
、
乾
か
し
て
く

　

だ
さ
い
。

③
折
り
た
た
み
、
ひ
も
で
十
文
字
に
結

　

ん
で
く
だ
さ
い
。

④
段
ボ
ー
ル
で
も
「
ロ
ウ
」
な
ど
特
殊

　

加
工
さ
れ
て
い
る
も
の
は
段
ボ
ー
ル

　

と
し
て
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

燃
え
る
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
の
出
し
方　

　
　

※
下
表
の
と
お
り

　
　
（
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
は
で

　
　

き
る
だ
け
地
域
の
資
源
ご
み
回
収

　
　

へ
出
し
て
く
だ
さ
い
）

資
源
ご
み
集
団
回
収
運
動

奨
励
金
に
つ
い
て

　

本
町
は
資
源
ご
み
（
金
属
類
、
バ
ッ

テ
リ
ー
、
紙
類
、
布
類
、
段
ボ
ー
ル
及

び
紙
パ
ッ
ク
な
ど
）
を
回
収
す
る
団
体

に
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

奨
励
金
の
金
額
は
、
金
属
類
は
１
㎏

に
つ
き
３
円
、
そ
の
他
は
４
円
で
す
。
リ

サ
イ
ク
ル
は
「
ご
み
」
を
分
別
し
て
出

す
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
資
源

と
な
る
ご
み
を
回
収
し
、
再
生
し
て
で

き
た
製
品
を
、
み
ん
な
が
使
う
こ
と
に
っ

て
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
が
生
ま
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

生
活
環
境
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

区　　　分 対　象　物 注　意　事　項
マークのついているもの 紙マークがついているもの 酒パック、ジュースパックのキャップ、中栓、外

装フィルムは取り除いてください。

包装紙 デパートや小売店の包装紙 ビニールコーティングしたものは出せません。粘
着テープはとってください。

紙袋 デパートや小売店の紙袋 ビニールコーティングしたものは出せません。取っ
手が紙以外のものは取り除いてください。粘着テー
プも取り除いてください。

箱容器 菓子、おもちゃ、たばこ、
ティッシュ、ラップ及び化
粧品の箱、酒や贈答品の化
粧箱など

紙以外のビニールなどはすべて取り除いてくださ
い。

紙コップ、紙筒など インスタントコーヒーなど
飲み物用の紙コップ、ポテ
トチップスなどの円柱形紙
筒など

使用済み紙コップは中を洗ってから出してくださ
い。

紙のふた カップめんの紙製のふたな
ど

ふたなど汚れているものは、洗ってから出してく
ださい。

台紙 ワイシャツなどの衣料品の
台紙

�
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◆「その他紙製容器包装用指定袋」に入れて出せるもの
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町政のうごきから

公
立
浜
坂
病
院
の
診
療
体
制
の
ご
案
内

広報しんおんせん（6月号）

　　

公
立
浜
坂
病
院
は
「
信
頼
さ
れ
る
病

院
」「
患
者
様
中
心
の
医
療
」「
地
域
へ

の
貢
献
」
を
基
本
理
念
に
地
域
医
療
の

提
供
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。し
か
し
、

テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い

る
と
お
り
、
近
年
は
医
師
の
都
市
部
偏

在
に
加
え
、
平
成
16
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
「
新
・
医
師
臨
床
研
修
制
度
」
の
影

響
に
よ
り
、
地
方
の
病
院
で
の
急
激
な

医
師
不
足
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
13
年
度
ま
で
13
人
の
常
勤
医
師

（
９
診
療
科
）
が
診
療
に
携
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
本
年
４
月
の
常
勤
医
師
は
５

人
（
８
診
療
科
。
う
ち
、
整
形
外
科
、

小
児
科
及
び
眼
科
は
休
診
）
に
ま
で
激

減
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
医
師
の
勤

務
が
非
常
に
過
重
と
な
り
、
健
康
上
の

問
題
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

が
外
来
、
入
院
患
者
様
の
診
療
に
支
障

を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一

定
の
医
師
確
保
が
で
き
る
ま
で
の
間
、

救
急
体
制
と
夜
間
、
時
間
外
の
診
療
を

午
後
９
時
～
翌
日
午
前
８
時
30
分
ま
で

（
休
日
は
9
時
ま
で
）、一
部
制
約（
休
診
）

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

公
立
浜
坂
病
院
は
、
基
本
理
念
に
掲

げ
る
住
民
（
患
者
様
）
か
ら
信
頼
さ
れ

る
医
療
体
制
の
確
保
と
、
安
心
し
て
受

診
で
き
る
病
院
と
す
る
た
め
、
救
急
・

時
間
外
診
療
に
つ
い
て
、「
原
則
24
時

間
３
６
５
日
」
い
つ
で
も
医
療
の
提
供

が
可
能
な
体
制
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
の
医
師
数
で
は
限
界
が

あ
り
、
現
状
で
対
応
可
能
な
範
囲
の
医

療
の
提
供
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

医
師
確
保
に
つ
い
て
も
、
住
民
か
ら
出

さ
れ
た
「
公
立
浜
坂
病
院
の
存
続
を
求
め

る
請
願
」
や
、
本
町
議
会
が
兵
庫
県
に
提

出
し
た
要
望
書
な
ど
住
民
の
協
力
を
得
て

外
来
診
療
体
制

診療科 月 火 水 木 金

内科
１診

午前
中田華子 髙木信明 松岡　学 中田華子 髙木信明

予約 松岡　学 松岡　学 髙木信明 松岡　学 中田華子

胃腸科 午前 外科外来での診察となります

外科 午前 山田貴裕 山田貴裕 古澤康之 古澤康之 山田貴裕

麻酔科
（ペインクリニック）午前 － 西垣秀一 西垣秀一 西垣秀一 西垣秀一

整形外科          当分の間休診とさせていただきます

小児科          当分の間休診とさせていただきます

耳鼻咽喉科
午前 － 兵庫医大

応援医師
兵庫医大
応援医師

兵庫医大
応援医師

兵庫医大
応援医師

午後 － － 兵庫医大
応援医師

兵庫医大
応援医師 －

眼科 　　  外来診療は休診とさせていただきます

　（注）医師の出張、都合などで変更となる場合があります。ご了承ください。
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現　

状

対　

応

救
急
医
療
及
び
休
日
・
時
間
外
診
療
に
つ
い
て
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町政のうごきから
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
医
師
確
保
に
最
大
の
努

力
を
続
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
但
馬
全

体
で
「
但
馬
の
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

の
要
望
書
を
兵
庫
県
知
事
に
提
出
し
、
広

域
的
な
体
制
整
備
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

５
月
か
ら
、
医
師
の
体
制
が
麻
酔
科

の
創
設
で
常
勤
医
師
1
人
増
と
な
り
、

6
人
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
直
・

当
直
の
支
援
医
師
の
協
力
を
い
た
だ
く

も
の
の
、
医
師
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
従
来
ど
お
り
救
急
・
時
間

外
診
療
に
つ
い
て
は
、
一
部
制
限
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　

公
立
病
院
の
設
置
意
義
と
役
割
を
十

分
認
識
し
、
住
民
が
求
め
る
医
療
の
提

供
が
行
え
る
よ
う
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
病
院
の
現
状

（
医
師
数
、
診
療
状
況
な
ど
の
情
報
）

を
住
民
の
皆
さ
ま
と
共
有
し
な
が
ら
病

院
の
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
６
１
１

新
温
泉
町
文
化
協
会

　

５
月
１
日
（
月
）
に
浜
坂
多
目
的
集

会
施
設
で
旧
町
体
育
協
会
の
会
員
31
人

が
出
席
し
、
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

昨
年
10
月
に
新
温
泉
町
が
発
足
し
て

以
来
、
今
日
ま
で
両
町
文
化
協
会
が
設

立
総
会
の
立
ち
上
げ
時
期
、
規
約
、
予

算
、
年
間
計
画
の
骨
子
な
ど
を
協
議
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
既
存
の
浜

坂
、
温
泉
文
化
協
会
は
残
す
も
の
の
、

統
一
で
き
る
事
業
は
新
温
泉
町
文
化
協

会
の
事
業
と
し
て
実
施
し
、
互
い
の
文

化
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
同
協
会
は
、
町
内
１
０
２
の
団
体

が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
初
代
会
長
に
就

任
し
た
安
田
昭
寿
さ
ん
は
「
新
組
織
に

は
約
１
０
０
０
人
近
い
会
員
が
い
る
。

会
報
な
ど
に
よ
り
、
事
業
の
周
知
と
会

員
の
親
睦
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

新
温
泉
町
体
育
協
会

　

５
月
15
日
に
は
、
浜
坂
多
目
的
集
会

施
設
で
新
温
泉
町
体
育
協
会
の
設
立
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
組
織
の
誕

生
は
合
併
を
機
に
、
浜
坂
、
温
泉
両
町

体
育
協
会
の
一
本
化
を
図
り
、
新
温
泉

町
の
体
育
振
興
を
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
旧
町
体
育
協
会
間
で
協
議

を
進
め
て
い
た
も
の
で
す
。

　

総
会
で
は
、
規
約
、
役
員
の
選
任
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
事
業
計
画
、
予
算
に

つ
い
て
も
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
計

画
で
は
、
基
本
的
に
従
来
両
町
体
育
協

会
が
行
っ
て
い
た
事
業
を
引
き
継
ぐ
と

と
も
に
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
統

一
事
業
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
同
協
会
の
会
長
に
就
任
し

た
岸
二
郎
さ
ん
は
「
住
民
の
皆
さ
ま
と

協
議
を
深
め
な
が
ら
協
会
の
運
営
に
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
私
が
半

世
紀
近
く
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
携
わ
っ
た

経
験
を
も
と
に
、
皆
さ
ま
と
新
し
い
道

を
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。

新
温
泉
町
文
化
協
会
、
体
育
協
会
が
発
足
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今
後
の
方
向

　

合
併
を
機
に
、
本
町
の
芸
術
、
文
化
及
び
体
育
の
振
興
に
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
た
め
、
旧
町
ご
と
の
文
化
協
会
と
体
育
協
会
が
そ
れ
ぞ
れ
統
一
さ
れ
、
新
温

泉
町
文
化
協
会
、
同
体
育
協
会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。



�

町政のうごきから
▼
利
用
で
き
る
人　

町
内
に
在
住
、
在

　

勤
及
び
在
学
す
る
人
で
、
10
人
以
上

　

で
構
成
さ
れ
た
団
体
、
グ
ル
ー
プ

▼
開
催
日
時　

６
月
か
ら
３
月
末
ま
で

　

の
間
。
時
間
は
原
則
と
し
て
、
平
日

　

の
午
後
１
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の

　

90
分
以
内
。

▼
会
場
の
手
配
な
ど　

会
場
は
新
温
泉

　

町
内
と
し
ま
す
。
設
営
（
会
場
借
り

　

り
上
げ
料
な
ど
を
含
む
）、
講
座
運
営

　

は
申
し
込
み
団
体
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
費
用　

講
師
の
派
遣
料
は
無
料

▼
申
し
込
み
方
法　

開
催
を
希
望
す
る

　

団
体
の
代
表
者
は
、
開
催
予
定
日
の

　

２
週
間
前
ま
で
に
役
場
（
企
画
課
）

　

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　

開
催
日
時
、
内
容
な
ど
で
不
都
合
な

　

場
合
は
、
協
議
の
上
、
変
更
し
て
い

　

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
そ
の
他　

政
治
、
宗
教
及
び
営
利
を

　

目
的
と
し
た
講
座
に
は
派
遣
で
き
ま

　

せ
ん
。
ま
た
、
同
講
座
で
は
質
疑
や

　

意
見
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
が
、
苦

　

情
を
い
う
場
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
協

　

力
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

「
新
温
泉
町
出
前
講
座
」
開
設

平成１８年度出前講座メニュー
№ 講座名 担当課・本庁（温泉総合支所） № 講座名 担当課・本庁（温泉総合支所）

1 環境問題とＩＳＯ１４００１について

総務課

21 商工業の現状 商工観光課（振興課）
2 情報公開制度のしくみ 22 農林業の現状

農林水産課（産業建設課）3 新温泉町の台所（財政）情報 23 水産業の現状
4 人権について学ぼう 24 畜産業の現状
5 新町まちづくり計画について

企画課
25 新温泉町の道路

建設課（産業建設課）6 みんなで考えよう行財政改革 26 まちの景観形成について
7 生活の中の情報化 27 暮らしと環境を守る下水道

下水道課（産業建設課）8 町税の種類としくみ
税務課（振興課）

28 下水道への接続
9 土地評価、家屋評価のしくみ 29 新温泉町の上水道

水道課（産業建設課）10 簡単な農業所得の収支計算 30 浜坂の温泉
11 災害対策について

町民課（住民福祉課）
31 公立浜坂病院診療、入所案内 公立浜坂病院

12 消費者トラブルについて 32 会計のしくみ 出納室
13 ごみの分別方法 33 学校教育について 学校教育課
14 医療保険制度について

健康課（住民福祉課）
34 まちの文化財を知る

社会教育課（教育委員会分室）15 健康づくりについて 35 人権教育の現状と課題
16 介護保険制度について

福祉課（住民福祉課）
36 誰でも気軽にできる体力づくり

17 福祉制度について 37 誰でも気軽に参加できる生涯学習メニュー 浜坂公民館（温泉公民館）
18 次世代育成支援計画について 38 読書活動図書の楽しさを知る 加藤文太郎記念図書館
19 新温泉町の観光戦略

商工観光課（振興課）
39 新温泉町議会の概要 議会事務局

20 地域交流の推進

広報しんおんせん（6月号）

H18（2006）.6.  8

　

本
年
は
、
新
温
泉
町
発
足
後
、
本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
年
で
す
。
本

町
は
「
情
報
公
開
」「
説
明
責
任
」
を
柱
に
住
民
の
町
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を

深
め
る
こ
と
で
、
住
民
と
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
、
新
町
ま

ち
づ
く
り
計
画
の
将
来
像
で
あ
る
「
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢
と
温
も
り
の

郷
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
年
６
月
か
ら
職
員
自
ら
が
地
域
な
ど
に
出
向
い
て
、
町
の
仕
事
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
す
る
「
出
前
講
座
」
を
設
け
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
の
申
し
込
み

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
本
講
座
は
、
町
職
員
が
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
要
望
に

応
じ
て
地
域
に
出
向
き
、
自
ら
担
当
す
る
業
務
に
つ
い
て
説
明
す
る
制
度
で
す
）



�

町政のうごきから
▼
対
象
と
な
る
住
宅

　

町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和
56
年
５

月
以
前
に
着
工
し
た
も
の

▼
診
断
手
数
料

　

１
棟
あ
た
り
３
０
０
０
円
。（
木
造

　

戸
建
て
住
宅
の
場
合
）

　

※
た
だ
し
、
建
築
物
の
構
造
な
ど
に

　
　

よ
り
手
数
料
が
異
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

管
理
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課　

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

　
　
　
　

簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業
の
ご
案
内

故
田
中
忠
雄
さ
ん
（
田
中
）
寄
贈
図
書
の
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
設
置

　

田
中
忠
雄
さ
ん
は
本
年
１
月
に
亡
く

な
る
ま
で
、
本
町
の
郷
土
史
家
と
し
て
旧

温
泉
町
文
化
財
審
議
委
員
や
町
史
の
編

さ
ん
な
ど
を
務
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た

び
故
人
の
遺
志
に
基
づ
い
て
、
長
男
の
田

中
秀
穂
さ
ん
（
高
砂
市
）
か
ら
町
に
歴

史
書
、
郷
土
資
料
な
ど
の
蔵
書
約
８
０
０

冊
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
町
は
今
日
ま
で
の
田
中
さ
ん
の
功

績
を
偲
ぶ
と
と
も
に
、
住
民
の
皆
さ
ま

に
こ
れ
ら
貴
重
な
史
料
を
多
く
利
用
い

た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
歴
史
研
究

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
以
命
亭
の

一
角
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
始
日　

６
月
２
日
か
ら

▼
場
所　

浜
坂
先
人
記
念
館「
以
命
亭
」

▼
図
書
の
種
類　

辞
書
、
郷
土
史
、
基

　

本
史
料
、「
古
事
類
苑
」
全
巻
、
個

　

人
研
究
論
文
類
な
ど

▼
そ
の
他　

貸
し
出
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

「
浜
坂
海
岸
海
遊
祭
り
」
を
開
催

　

浜
坂
観
光
協
会
は
、
合
併
を
機
に
あ

ら
た
め
て
住
民
の
皆
さ
ま
に
「
山
陰
海

岸
国
立
公
園
」
な
ど
海
の
素
晴
ら
し
さ

を
再
認
識
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、「
浜

坂
海
岸
海
遊
祭
り
」
を
開
催
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
雄
大
な
日
本
海
を
背
景

に
砂
浜
、
松
林
が
並
ぶ
「
浜
坂
県
民
サ

ン
ビ
ー
チ
」
で
体
験
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
新
温
泉
町

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

７
月
９
日
（
日
）

▼
場
所　

浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ

▼
内
容　

イ
カ
釣
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

　

釣
っ
た
イ
カ
を
そ
の
場
で
調
理
実
演

　

販
売
す
る
ほ
か
、
サ
ザ
エ
の
つ
ぼ
焼

　

き
な
ど
の
焼
き
物
コ
ー
ナ
ー
、
地
引

　

網
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
新
温
泉
町

　

な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

　

さ
ん
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
観
光
協
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
５
８
０　
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簡
易
耐
震
診
断
を
受
け
れ
ば
、
①
住
宅
の
耐
震
性
の
評
価
、
②
改
善
の
ポ
イ
ン

ト
、
③
建
築
士
に
よ
る
耐
震
改
修
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
ま
と
め
た
「
簡
易
耐
震

診
断
報
告
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
わ
が
家
の
地
震
対
策
、
ま
ず
は
簡
易
耐
震
診

断
か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。



�

町政のうごきから
　

こ
の
た
び
復
元
し
た
井
戸
場
跡
と
木

造
の
橋
は
、
平
成
14
年
の
味
原
川
放
水

路
完
成
を
機
に
、
町
の
発
展
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
従
来
の
味
原
川

を
、
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま

れ
る
よ
う
に
整
備
し
よ
う
と
県
（
新
温

泉
土
木
）、
町
及
び
住
民
の
参
画
の
も

と
に
議
論
し
、
ま
と
め
た
「
味
原
川
環

境
整
備
計
画
」
に
基
づ
い
て
段
階
的
に

整
備
を
行
っ
て
い
る
一
つ
の
事
業
で
す
。

　

あ
じ
は
ら
小
径
に
は
今
日
ま
で
に
カ

ラ
ー
舗
装
（
２
６
０
ｍ
）
と
以
命
亭
の

裏
に
木
橋
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
た
び
の
取
り
組
み
は
、
上
水
道
が
普

及
す
る
昭
和
40
年
頃
ま
で
浜
坂
の
住
民

の
生
活
用
水
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
井

戸
場
を
、
あ
ら
た
め
て
住
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
と
、
町

が
３
０
０
万
円
を
か
け
て
整
備
し
た
も

の
で
す
。
井
戸
場
跡
に
は
屋
根
付
き
の

木
造
の
囲
い
を
整
備
す
る
と
共
に
、
右

岸
側
か
ら
井
戸
場
に
つ
な
が
る
木
造
の

橋
も
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
今
年
度
は
県
が
「
ほ

た
る
の
さ
ん
ぽ
道
」
と
し
て
、
ホ
タ
ル

が
生
息
し
や
す
い
よ
う
に
川
に
石
を
お

く
な
ど
の
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

建
設
課　

都
市
整
備
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

あ
じ
は
ら
小
径
（
こ
み
ち
）
に
「
井
戸
場
跡
」
を
復
元

　

こ
の
た
び
以
命
亭
の
歴
史
や
展
示
物

な
ど
を
紹
介
し
た
「『
以
命
亭
』
展
示

解
説
図
録
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

来
館
者
の
増
加
に
あ
わ
せ
て
「『
以

命
亭
』
っ
て
何
？
」
と
い
う
質
問
が
多

く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
来
館
者
に
わ
か
り
や
す
く
説

明
で
き
る
よ
う
に
と
、
本
町
が
「『
以

命
亭
』
展
示
解
説
図
録
」
３
０
０
部
を

発
行
し
ま
し
た
。
図
録
に
は
、「
七
釜

屋
以
命
亭
」
の
由
来
、
名
前
の
意
味
、

建
物
の
間
取
り
、
以
命
亭
か
ら
の
眺
望

の
す
ば
ら
し
さ
を
を
た
た
え
た
漢
詩
、

和
歌
な
ど
以
命
亭
に
関
す
る
資
料
と
、

館
内
に
展
示
し
て
い
る
14
人
の
先
人
を

写
真
入
り
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

同
館
の
岡
部
館
長
は
「
以
命
亭
だ
け

で
な
く
味
原
川
周
辺
な
ど
の
見
ど
こ
ろ

も
紹
介
し
て
い
る
。
訪
れ
た
人
々
が
町

の
歴
史
に
ふ
れ
あ
う
き
っ
か
け
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
」と
話
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」
が
図
録
を
発
行
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本
町
は
、
あ
じ
は
ら
小
径
沿
い
の
一
角
に
井
戸
場
跡
の
復
元
と
、
味
原
川
右
岸

側
か
ら
井
戸
場
跡
に
つ
な
が
る
木
造
の
橋
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
整
備

に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
15
年
度
に
ま
と
め
た
「
味
原
川
環
境
整
備
計
画
」
に
基
づ

い
て
整
備
し
た
も
の
で
す
。
今
後
は
ア
ド
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
活
用
し
、
修

景
を
図
る
と
共
に
地
元
住
民
に
よ
る
利
活
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。　

完成した「解説図録」１冊３００円で販売
しています。

復元した「井戸場跡」



町政のうごきから

平成１８年度農作業等標準料金について

　平成１８年度農作業等標準料金は、浜坂地域の育苗料金を除き平成１７年度と変更はありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（支払は作業後 1 ヵ月以内）
◆浜坂地域 （税込み）

作　　業　　区　　分 １日当り金額 備　　　考
農作業日給（実働８時間、技術作業は別料金）                       8,000 円

１０アール当り金額
●整備田
（１枚１０アール以上）

●整備田
　（１枚１０アール未満）
●未整備田

　整備田とは、次の地区のほ場
整備田をいう。
浜坂土地改良区、清富、指杭、和田
二日市、福富、栃谷、田君、七釜、
新市、古市、用土、対田、久谷、
高末、辺地、藤尾、諸寄奥町

（但し、１０ａ未満は未整備
田とする。）

耕耘

１回目       7,200 円       8,700 円
２回目（２番すき）      5,200 円      6,300 円
代かき      9,000 円     10,800 円
湛水あらしろ同時     13,600 円     16,400 円
ディスク耕耘      7,900 円       9,500 円

機械田植え      8,000 円       9,600 円
農薬散布（パイプダスターによる機械防除）      1,400 円      1,700 円 農薬代は別

刈取作業 コンバイン作業
（委託者は立会うこと）

    21,000 円     25,200 円 すみ周り刈りは含まず
（倒伏並びに湿田は３割～５割増）

あぜぬり（機械作業で１ｍ当り）                          100 円

育苗（１箱当り）
硬化苗 ※ 661 円（運賃 89 円含む）
緑化苗 ※ 556 円（運賃 89 円含む）（予約外は別料金）
発芽苗 ※ 420 円（運賃 63 円含む）

乾燥（10 ａ当り） 14,000 円（10 ａ未満同額）

◆温泉地域 （消費税込み）
作　　　　業　　　　　別 単　位 農作業料金 備　　　考

耕耘
作業

基盤整備田

初年度

荒代一貫作業 　 　 　 1 0 a     22,000 円 下記 3 行程一貫作業
荒耕耘 　 　 　 1 0 a     11,000 円
荒かき耕耘 　 　 　 1 0 a        6,000 円
代耕耘 　 　 　 1 0 a       7,000 円 均平作業含む

2 年以降

荒代一貫作業 　 　 　 1 0 a     17,000 円 下記 3 行程一貫作業
荒耕耘 　 　 　 1 0 a      7,000 円
荒かき耕耘 　 　 　 1 0 a      5,000 円
代耕耘 　 　 　 1 0 a      7,000 円 均平作業含む

一般田

荒代一貫作業 　 　 　 1 0 a     19,000 円 下記 3 行程一貫作業
荒耕耘 　 　 　 1 0 a       8,000 円
荒かき耕耘 　 　 　 1 0 a       6,000 円
代耕耘 　 　 　 1 0 a       8,000 円 均平作業含む

秋耕耘 　 　 　 1 0 a       8,000 円
田 植
作業

整備田 　 　 　 1 0 a       8,400 円
未整備田 　 　 　 1 0 a       9,300 円

農薬散布（パイプダスターによる機械防除） 　 　 　 1 0 a       2,000 円

収穫
バインダー刈取 　 　 　 1 0 a      10,000 円 紐代含む
コンバイン刈取 　 　 　 1 0 a      20,000 円

農作業賃金 　　　  １日       8,500 円

H18（2006）.6.  8
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町政のうごきから
　
　
　セ

ン
タ
ー
で
は
こ
ん
な
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
な
ん
で
も

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し

　

ま
す
。

◆
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
皆
さ
ま
を
支

　

え
ま
す
。

※
例
え
ば
・
・
・　

　

・
寝
た
き
り
な
ど
で
の
不
安
は
あ
り

　
　

ま
せ
ん
か
。

　

・「
や
り
た
い
こ
と
」「
こ
ん
な
こ　

　
　

と
で
き
た
ら
い
い
な
」
と
思
う
こ

　
　

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
「
自
立
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す

（
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

業
務
）」
に
つ
い
て
勉
強
し

ま
し
ょ
う
。

▼
要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た
人
は
、

　

介
護
予
防
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を

　

利
用
で
き
ま
す
。

　

→
介
護
予
防
通
所
介
護
、
介
護
予
防

　
　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介

　
　

護
予
防
訪
問
介
護
な
ど

▼
支
援
や
介
護
が
必
要
と
な
る
お
そ
れ

　

の
高
い
人
や
、
自
立
し
た
生
活
を
し

　

て
い
る
人
な
ど
は
、
町
が
行
う
介
護

　

予
防
事
業
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

→
元
気
な
高
齢
者
を
対
象
に
地
域
に

　
　

出
向
い
て
介
護
予
防
事
業
を
行
い

　
　

ま
す
。
特
定
高
齢
者
（
リ
ス
ク
の

　
　

高
い
人
）
を
対
象
に
、
浜
坂
保
健

　
　

セ
ン
タ
ー
、
温
泉
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
す
こ
や
か
～
に
」
で
身
体
の
運

動
機
能
の
向
上
、
栄
養
改
善
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
訪
問
に
よ
る
閉

じ
こ
も
り
予
防
事
業
も
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
介
護
老
人
保
健
施
設「
さ
さ
ゆ
り
」内
）

℡
（
０
７
９
６
）
83
‐
２
３
１
２　

　

本
事
業
は
、
加
齢
に
よ
る
身
体
機
能

の
低
下
（
寝
た
き
り
）
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
理
髪
店
や
美
容
院
に
出
向
く
こ

と
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
、
居
宅
で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
理
美
容
事
業
者
の
訪
問
に
よ
る

理
容
・
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

町
内
に
在
宅
の
65
歳
以
上

　

の
単
身
世
帯
、
高
齢
者
世
帯
及
び
身

　

体
障
害
者
な
ど
で
あ
っ
て
、
一
般
の

　

理
容
・
美
容
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

　

る
こ
と
が
困
難
な
人

▼
利
用
回
数　

１
人
に
つ
き
年
２
回

▼
利
用
料　

理
美
容
代
金
（
実
費
）
は

　

利
用
者
負
担（
訪
問
料
金
は
町
が
助
成
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

福
祉
課　

高
年
福
祉
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

　

こ
ん
に
ち
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
さ
ま
を
、
介
護
、
福

祉
、
健
康
、
医
療
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
総
合
的
に
支
え
る
た
め
、
本
年
４
月
１

日
に
介
護
老
人
保
健
施
設
「
さ
さ
ゆ
り
」
内
に
設
け
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
が
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

広報しんおんせん（6月号）

H18（2006）.6.  8
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◆
新
た
に
受
給
対
象
と
な
る
人

　
（
浜
坂
地
域
）

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
所
持
者

　

・
療
育
手
帳
Ｂ
１
判
定
、
Ｂ
２
判
定

　
　

所
持
者

　

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
級
、

　
　

３
級
所
持
者

　
（
温
泉
地
域
）

　

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、

　
　

２
級
、
３
級
所
持
者

◆
支
給
金
額

　

年
額
１
万
２
０
０
０
円

◆
支
給
時
期

　

毎
年
９
月
、
３
月
の
２
回
に
分
け
て

　

支
給
し
ま
す
。

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

障
害
者
手
帳
、
印
鑑
、
受
給
者
の
振

　

込
先
が
確
認
で
き
る
も
の

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課
福
祉
係

　
（
温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
す
こ
や
か
～
に
」内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

但馬牛放牧で農地の荒廃防止を

　新温泉町管内の経営耕地は、高齢化に加え鳥
獣被害の急増による耕作意欲低下により、年々
遊休農地化が進んでいます。特に、山間部では
人の手が付けられない程荒廃した農地が増加し
つつあります。それがまた、連鎖反応を引き起
こしさらなる荒廃につながっています。自分の
育った村の農地がどんどん荒れてくる。なんと
かしたいけれどどうしようもない。集落営農や
他の人にお願いしたいが、それも難しくなって
きた ･･･････。
　そんなときは、牛に管理してもらってはいか
がでしょうか。美方郡では 3 年前よりそんな試
みが始まっています。まず、集落内で話し合い
をし、将来的にも管理していく農地、とりあえ
ず管理する農地などエリア分けをします。将来
的にも管理していく農地は、集落営農などで管
理する体制を整え、それ以外の農地については、
放牧利用します。放牧の効果としては、草刈り
の労力が低減され獣害も低下したようです。ま
た、畜産農家から放牧用に牛を借り受け管理し
た集落では、牛を介して新たなコミニュケーショ
ンがうまれた所もあります。
　放牧頭数は 1 カ所 2 頭以上、面積は 10 アー
ル以上が望ましく、10 アールあたり 20 日／頭
が目安です。また、放牧するのに必要な器材は、
支柱と電牧線とガイシの購入費、10 アールあた
り約 12 万円です。水田で放牧する事業も色々
あり、米政策改革に伴う産地づくり対策や中山
間地域直接支払制度も該当する場合があります。
一度挑戦してみてはいかがでしょうか。

‐ 問い合わせ ‐
新温泉町農業委員会
℡（0796）82-5626

新温泉町農業委員会情報 (№５) 障
害
者
福
祉
金
の
受
給
資
格
拡
大
に
伴
う
手
続
き
の
ご
案
内

H18（2006）.6.  8

広報しんおんせん（6月号）

　
「
障
害
者
福
祉
金
の
受
給
資
格
」
に
つ
い
て
、
平
成
17
年
度
は
旧
町
単
位
の
制
度

で
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
４
月
か
ら
は
新
温
泉
町
で
統
一
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
新
た
に
受
給
対
象
と
な
る
人
は
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
従
前

の
制
度
か
ら
受
給
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
手
続
き
を
行
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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町政のうごきから

家
族
介
護
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

　

本
町
は
、
町
内
に
居
住
す
る
在
宅
の
高
齢
者
な
ど
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
身
体

的
、
精
神
的
及
び
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
要
介
護
高
齢
者
な
ど
の

在
宅
生
活
の
継
続
及
び
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
次
の
と
お
り
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

事業名 事業内容 利用対象者 助成額等

家族介護者
交流事業

介護から一時的に開放し、
介護者相互の交流会などに
参加するなど心身の元気回
復を図る

高齢者などを現に介
護している家族

※事業は社会福祉
　協議会に委託

介護用品
の支給

紙おむつ、尿取りパット、
使い捨て手袋などの介護用
品を支給

要介護４以上に相当
する町民税非課税世
帯に属する在宅の高
齢者などを現に介護
している家族

年額１人当たり
　　上限 75,000 円

家族介護
手当事業

介護手当（慰労金）の支給 要介護４以上に相当
する在宅の高齢者な
どが過去１年間、介
護保険サービスを受
けなかった者を現に
介護している家族

年額１人当たり
　　　120,000 円

－問い合わせ－
福祉課　高年福祉係

℡（0796）82 ‐ 5620

広報しんおんせん（6月号）

H18（2006）.6.  8

「都市再生街区基本調査」の実施について
　
　このたび、国土交通省が、全国の人口集中地区を対象に「都市再生街区基本調査」を実施します。本調査は、
一筆ごとに正確な測量を行って地図を作る地籍調査を全国的に推進のための基礎的データとして整備する
ものです。調査は、原則として路上で公共基準点（地球上の位置を定めた点）や道路の角などを測量します。
なお、調査実施にあたっては住民の皆さまの立会いは必要ありません。

◆期　　間　　7 月 1 日～ 12 月 31 日
◆地　　域　　本町の人口集中地区
　　　　　　　※人口集中地区とは人口密度が 4,000 人／ｋ㎡以上であり、隣接して 5,000 人以上を有す
　　　　　　　　る地区のことです。本町では、浜坂、芦屋及び三谷（一部）が該当します。
◆内　　容　　測量作業（基準点の設置及び街区の角などの測量を行います）
　　　　　　　※測量などを行う作業員は腕章を着用し、身分証明書を所持しています。

‐ 問い合わせ ‐
国土交通省国土地理院　近畿地方測量部測量課

℡（０６）６９４１ ‐ ４５０７
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町政のうごきから

各種相談のご案内
身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

6月15日（木） 午後1時～ 3時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会浜坂支部
TEL（0796）82-1071

6月21日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会温泉支部

TEL（0796）92-1866

法
律
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

6月21日（木） 午後1時30分～ 4時30分 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」 全域を対象 社会福祉協議会

TEL   (0796)92-1866

7月15日（土） 午後1時～ 4時 豊岡市民会館 全域を対象 兵庫県司法書士会但馬支部
TEL   (079)665-8025

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 問い合わせ

6月14日（水）

午後1時30分～ 4時

役場

社会福祉協議会温泉支部
TEL（0796）92-1866

6月21日（水） 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」

6月28日（水） 役場

　　　　

労
働
相
談

期　日 時　間 場　所 問い合わせ

毎週月～金曜日 午前9時～
午後3時45分

兵庫県但馬総合庁舎
（但馬県民局商工労政課）

兵庫県但馬県民局地域振興部商工労政課
TEL（0796）26-3686

※相談内容
　①労働相談　労働条件、労務管理及びパート問題など労働問題全般
　②しごと情報広場　・中高年齢者や新規学卒者などの求職活動支援
　　　　　　　　　　・Uターン就職希望者の登録、相談、情報提供など

　　　　

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

6 月 15 日（木）

午後1時30分～ 3時

新温泉健康福祉事務所 全域を対象 新温泉健康福祉事務所
TEL   (0796)82-3161
浜坂保健センター
TEL   (0796)82-4646
温泉保健福祉センター
TEL   (0796)99-29407月20日（火） 浜坂保健センター 全域を対象

　普段、“体の健康”に気をつけている人は多いと思います。では、“心の健康”はどうでしょうか。心の不
健康は、体の不健康につながります。つまり、ストレスなどが原因で、さまざまな病気を引き起こすこ
とがあります。心身の健康のためにも、心の健康に関することを何でもご相談ください。本人に限らず、
家族や関係者の人もご利用できます。
◆相談担当　精神科医師、保健師
◆相談内容　ストレスや対人関係の悩み、心の不安がとれず眠れない、アルコール・薬物から起こる心配、
　　　　　　精神疾患の治療や生活に関すること、認知症などの高齢者の心の問題
◆そ  の  他　予約制です。まずは気軽にお電話ください。相談は無料で、秘密は守られます。

H18（2006）.6.  8

広報しんおんせん（6月号）
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TEL（0796）82-5251

　

　おはなし会　　　　　　　　　         

　絵本の読み聞かせやおはなし、

簡単なおりがみや工作などをする

楽しい会です。お気軽に参加して

ください。

◆と き　6 月 10 日 ( 土 )
　　　　　  午後２時～
◆ところ　図書館　おはなし室
◆内 容　「あめあめあれれ」他

◆と き　6 月 24 日 ( 土 )
　　　　　  午後２時～
◆ところ　図書館　おはなし室
◆内 容　「こんとあき」他

　子どもシネマの会　　　　　　   

◆と　き　6 月 10 日 ( 土 )

　　　　　　午後 3 時～

◆ところ　図書館・視聴覚室

◆内　容　『こねこ』

加藤文太郎
記念図書館

「6月のおすすめの本」
ご案内

「イルカ」
よしもとばなな　著　文藝春秋

　ミキコは年下の恋人五郎との間に期せず
して妊娠した。彼には他にもずっと年上の
恋人がいて、結婚はしないで産もうと決め
た。この妊娠と出産には不思議な巡り合わ
せがたくさんおこり、ミキコはパズルのよ
うにそれが子どもを産むことにつながって
いくのを感じる。やがて新しい小さな命が
ミキコの人生を大きく変える…。

「焼きそば　うえだ」
さくらももこ　著　小学館

　さくらももこの所属する「男子の会」は、
「くだらない話にあきれないで深い理解が
ある事」「短気じゃない事」など。そんな
つかみどころのない条件をクリアした５人
のうち、「幸せじゃない」とぼやく植田さ
んのために、突然バリで焼きそば屋を出す
話が盛り上がる。冗談なのか本気なのか、
爆笑の男子の会シリーズ第１弾。

「花色・仲間・落葉・常緑で引ける庭木・植木図鑑」
川原田邦彦　監修　日本文芸社

　一般家庭の庭に植えられている庭木
を中心に、育てやすく人気の４３２品
種を写真でとりあげ、その特徴や育て
方、病害虫対策などを掲載。さらにそ
の植物のデータや作業カレンダーを表
で表示。あなたの庭にぴったりの植え
たい樹木がすぐわかる本！

「みんなのなやみ」
重松　清　著　理論社

　１０代の子どもたちの悩みは、家族の中
のことや学校生活でのいじめ、友達のこと、
体や恋愛のことなどつきることがない。「悩
んでもいいんだよ、大事なのは悩みとどう
つきあうかってこと」。いろんな子どもた
ちの悩みに語りかけるように真摯（しんし）
に答えてくれる重松流なやみ相談の本。

「うれしいがいっぱい」
大島妙子　絵 　ひかりのくに

　みちるは花が大好き。幼稚園に花をいっ
ぱい咲かせたくて花のたねをまこうとした
ら、どろだんごを作っているさとると場所
とりの大ゲンンカ。それからみんなで、み
んながうれしいことってなんだろー？と考
えて、「いっぱいうれしいこと大会」がは
じまります。うれしい楽しい気持ちがいっ
ぱいの絵本。

広報しんおんせん（6月号）
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事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
㈱隆栄水産 販売員 不問 200 ～ 270
日本精機宝石工業㈱

生産作業 不問 115 ～ 140
生産管理 不問 115 ～ 140

㈱マルワ渡辺水産

販売店員 不問 132 ～ 176
水産加工工場管理者 不問 160 ～ 180
水産加工員 不問 150 ～ 170
事務員 40 以下 155 ～ 180

浜美屋食品㈱
営業 40 以下 165 ～ 245
事務員 20 ～ 35 145 ～ 200

丸瀬興業 土木作業員 不問 180 ～ 350
（有）ダイワ自動車 営業 25 ～ 35 130 ～ 180
特定医療法人杏風会

浜坂七釜温泉病院

看護師 不問 180 ～ 200
看護補助者 不問 136

㈱大上建設 土木施工管理技士 45 以下 250 ～ 300
㈱マルワ水産運輸 事務員 26 ～ 35 150 ～ 200
（有）テレコムマツオカ 電気通信工事 不問 135 ～ 200
（有）ラッキー美容院

美容技術一般、ア
シスタントなど

40 以下 140 ～ 250
乙野運送㈱ 運転手 不問 165 ～ 336

社会福祉法人　

尚徳会

介護職① 50 以下 167 ～ 180
介護職② 50 以下 153 ～ 200
看護職① 50 以下 159 ～ 210
看護職② 50 以下 159 ～ 190
事務 50 以下 123 ～ 150

㈱田中工業所
土木施工管理技士 50 以下 180 ～ 220
配管工（見習可） 不問 180 ～ 220

守山石油㈱ 給油係 20 ～ 40 150 ～ 200
（有）松本電気商会 電気工事（見習可） 40 以下 150 ～ 190
㈱株本産業 砕石業務管理者 不問 250 ～ 300

（有）エフエムエルサービス 薬剤師 不問 286 ～ 396
青垣デベロップ㈱ 大型ダンプ運転手 不問 230
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270 ～ 465

㈱朝野家

客室係 不問 225 ～ 260
洗浄係 不問 150 ～ 160
調理係 18 ～ 25 155 ～ 185
営業係 不問 145 ～ 155

㈱みよしや旅館
客室係 不問 205 ～ 245
フロント係 不問 145 ～ 255

㈱御やどゆもと
客室係 不問 198
フロント係 25 ～ 35 150 ～ 200

㈱寿荘
営業 不問 180 ～ 300
客室係 不問 180 ～ 230
フロント係 18 ～ 40 180 ～ 230

㈱井筒屋
客室係 不問 223 ～ 249
売店係 20 ～ 40 133 ～ 178

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 155 ～ 190
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 150 ～ 185
医療法人社団

古澤クリニック

介護支援専門員 40 以下 150 ～ 210
看護師・准看護師 25 ～ 40 190 ～ 232

湯村温泉病院 看護師 不問 182 ～ 207
尾崎建設㈱ 土木作業員 不問 190 ～ 280
済木土建㈱ 土木工事 不問 175 ～ 225

事業所名 職種 年齢 時給（円）

㈱隆栄水産
ウエーター・
ウエートレス

19 ～ 50 750 ～ 950
販売補助 不問 800 ～ 900

㈱マルワ渡辺水産

販売店員 不問 750 ～ 850
フロア－スタッフ 不問 750 ～ 1,000
水産加工員 不問 700 ～ 850
事務員 40 以下 750 ～ 850

山陰道路㈱ 厨房兼ホール係 不問 700 ～ 800
サイバーワールド 調理補助及び接客 不問 700 ～ 900
（有）エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800 ～ 2,000
特定医療法人杏風会

浜坂七釜温泉病院
看護師 不問 1,000

（有）山米鮮魚 販売、加工等 不問 750
ミネル㈱

英会話講師及び

学習指導講師
不問 1,700 ～ 2,500

㈱コメリ

中四国地区本部

販売員① 18 ～ 45 780
販売員② 16 ～ 40 770

日本精機宝石工業㈱ 営繕・機械修理 55 ～ 62 800
但馬ダイエー警備保障（有） 警備員 不問 700 ～ 1,000
社会福祉法人　尚徳会

雑務 50 以下 800 ～ 820
看護職 50 以下 1,220 ～ 1,250

㈱みよしや旅館 炊事・配膳 不問 750

㈱御やどゆもと

皿洗い、風
呂掃除など

不問 800 ～ 850
客室係 不問 1,125
売店、ラウンジの
飲み物サービス

20 ～ 35 1,000 ～ 1,250

㈱井筒屋
客室係 不問 1,300
布団上げ 不問 850
布団敷き 不問 800

㈱西沢製作所
溶接工 不問 700 ～ 750
機械設計 40 以下 1,000

ケービックス

㈱鳥取事務所
配膳係 18 以上 800
クリーンクルー 不問 700

㈱とみや旅館 客室係 不問 1,000 ～ 1,300
オープンカフ
ェスタッフ

40 以下 750 ～ 850

㈱朝野家
洗浄係 不問 700 ～ 750
調理補助 不問 700 ～ 750

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000
医療法人社団 古澤クリニック 看護師 40 以下 1,200 ～ 1,300
（有）松元商店 コンビニ販売員 18 ～ 40 700 ～ 900
湯村温泉病院 看護師 55 以下 1,200 ～ 1,400

H18（2006）.6.  8

広報しんおんせん（6月号）

まちの求人案内

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0796）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735
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　取材に訪れた 25 日（木）は、社長個人が趣味
で集めた 40 ～ 60 年前の発動機（エンジン）10
台をトライやる生徒と美方モータースの古本社長
が、動かしていました。発動機は昔、農家の人が
米の脱穀や精米に使っていたものです。生徒たち
は社長にエンジンのかけ方を教わりながら先を結
んだひもをエンジン部分に巻いて動かしていまし
た。下雅意君、中村君は「学校の授業よりトライ
やるのほうが楽しい。車のことをもっと勉強した
い」と言っていました。　　　　（石原孝義）

トライやるin 美方モータース

　トライやる生徒を受け入れていただいた約 40
事業所の中から、「ア
イガモの谷口」に注
目してみました。こ
の事業所には、中家
君、宮階君、松岡君、
向根君の 4 人が働い
ていました。取材に
行 く と、 生 徒 は「 て
ぐすはり」をやって
いました。「てぐすは
り」とは、カラスや
トンビからカモを守る
ためのもので、生徒たちは、ポールでできた囲い
にてぐすを巻きつけ、そこから伸ばしていって、
等間隔の網を作っていました。この他にも、カモ
の世話や苗運びといった仕事をしていました。「自
分の家でも農業をしていて、手伝いたいから」「人
が口に入れるものを作りたい」という生徒たち。
感想を聞くと、「楽しかった」「アイガモの農業の
事が良く分かった」と言っていました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（西口聖也）

トライやる生徒に直撃インタビュー！

アイガモの谷口

　二日市の国正寺に行った生徒は、谷岡君と丸山
君。午前中は、合掌、仏教についての住職の講話、
午後は習字、寺の掃除をしていました。
　習字の目的は、『集中力を高めること』で住職
の手本を見ながら「蹴」「勝」の文字を書いてい
ました。とても上手でした。２人は「仏教とは何
かということを学んだ。書道は楽しかったけど正
座はつらかった」と話していました。住職は「２
人の集中力と習字の上達力には驚いた。まじめに
取り組んでくれた。この経験を生かして将来家庭
を大切にする人になってほしい」と感想を述べて
いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（田西陽介）

トライやる生徒に“驚き”

広報しんおんせん（6月号）

H18（2006）.6.  8

車のボンネットをあけ、エンジンの調子を確認する生徒

　本年も浜坂中学校（5 月 22 日～ 26 日）と夢が丘
中学校（5 月 15 日～ 19 日）の生徒による社会体験
学習「トライやる・ウィーク」が開催されました。
生徒らは期間中、学校では体験することのできない
“ 働くことの重要さ ” を学びました。そして、さま
ざまな体験を通して、心身ともに大きく成長しまし
た。
　本町役場にも 3 人の生徒が訪れ、広報誌づくり
を体験しました。３人の生徒による「トライやる体
験取材」です。

トライやる体験取材

書いた字を見せてくれた２人

取材に挑戦するトライやる生徒

「てぐすはり」に挑戦する生徒たち
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まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

◆作り方
①玉ねぎは 1㎝の厚さ、牛肉は 3㎝、みつ葉は　
　4㎝の長さに切る。
②油を熱して、牛肉、玉ねぎを炒める。
③だし汁、みりん、しょう油を入れ、５分程度煮
　てみつ葉を入れ、溶き卵でとじる。

　美方郡生活研究グループ連絡協議会発行
　　　　「伝えたい美方郡　ふるさとの味」より

郷土食を食べて健康に！

新たまねぎの卵とじ

広報しんおんせん（6月号）

◆材料（４人分）
　・玉ねぎ　　　   400g

　・牛肉（薄切り）150g

　・みつ葉　　　　1 束

　・卵　　　　　　3 個

　・だし汁　　　2 カップ

　・しょう油　　大さじ 2

　・みりん　　　大さじ 4

　・油　　　　　大さじ 2

　「海上芝桜フェスティバル」が 5 月 14 日（日）
海上のふるさと体験ハウス広場で開催されまし
た。平成 5 年から地域をあげて取り組んでいる
もので、現在まで約 5 千本の芝桜を植栽し、村
の活性化を図っています。この日は、化石の産地
として知られる海上地区ならではの、「面白化石
発見大会」や「カズラ輪投げ大会」「竹とんぼ飛
ばし大会」などのユニークなイベントが繰り広げ
られ、約 300 人の参加者は大きな歓声をあげて
いました。

―花と緑にあふれた村づくり―

海上芝桜フェスティバル

　5 月 21 日（日）に春来の椿山公園で「春来椿
山公園祭り」が開催されました。春来小学校の生
徒による力強い竹太鼓で幕開けし、春来婦人会の
華やかな踊り、地元の歌い手や、日本クラウンの
演歌歌手の歌謡ショーが行われました。名物の春
来そばの早食い競争や、丸太切り競争では地元の
常連が参加しました。大きな声援を受け、祭りを
盛り上げていました。

―「人・地域づくり」をテーマに―

春来椿山公園祭り 　5 月 28 日（日）、浜坂で麒麟獅子マラソン大
会が開催されました。この日は、全国から約 2,000
人のランナーが参加し日本海の潮風を受けながら
力走しました。同マラソンは、役場前のしおか
ぜ通りをスタートし、浜坂県民サンビーチ、岸田
川沿いを走るコースでハーフ、10㎞、5㎞、3㎞、
3㎞ペアに分かれて走ります。選手らはさわやか
な汗を流しました。走り終わったランナーには、
イワシ団子汁が振る舞われ、ホッと一息ついてい
ました。大会前日には前夜祭が行われ、郷土芸能・
麒麟獅子舞を披露し参加ランナーを迎えました。 

―さわやかな汗―

第２０回新温泉町麒麟獅子マラソン
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６
月
23
日
（
金
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▼
場
所　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

▼
主
催　

あ
じ
わ
ら
川
清
流
会
、
但
馬

浜
坂
ふ
る
さ
と
塾
、
但
馬
浜
坂
浜
の

松
を
大
切
に
す
る
会

▼
演
題　

ま
ち
づ
く
り
と
景
観

▼
講
師　

田
村
明
さ
ん
（
法
政
大
学
名

誉
教
授
）　

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

広報しんおんせん（6月号）
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▼
募
集
人
員　

１
日
50
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

大
人
１
３
０
０
円
、
小
人

８
０
０
円
（
遊
覧
船
、リ
フ
ト
含
む
）

※
昼
食
、
飲
み
物
及
び
雨
具
は
各
自
で

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、
弁
当

希
望
の
場
合
は
有
料
で
用
意
し
ま
す
）

▼
募
集
期
限　

６
月
16
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課　

地
域
振
興
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

町
営
住
宅
八
日
市
団
地
（
空

き
家
）
入
居
申
し
込
み
受
付

　

町
営
住
宅
八
日
市
団
地
の
空
き
家
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
住
宅
及
び
戸
数

　
（
所
在
地
）
井
土
８
２
４
番
地
の
１

　
（
団
地
名
）
町
営
住
宅
八
日
市
団
地

　
（
構
造
な
ど
）
木
造
２
階
、
１
戸
建

　
　
　
　
　
　
　

住
宅

　
（
募
集
戸
数
）
１
戸

　
（
家　
　

賃
）
収
入
に
応
じ
て
決
定

　
（
入
居
可
能
予
定
日
）
７
月
１
日
～

▼
募
集
期
間　

６
月
８
日
（
木
）
～
21

日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

管
理
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課　

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

「
人
権
セ
ミ
ナ
ー
」
講
座
生
募
集

　

お
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、「
人
権
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
講
し
ま
す
。
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

６
月
～
２
月
（
毎
月
１
回
）

▼
時
間　

午
後
６
時
～
７
時
30
分

▼
場
所　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
内
容　

同
和
教
育
、
男
女
共
同
参
画

社
会
、
人
権
講
演
会
な
ど

▼
対
象
者　

町
内
在
住
、
在
勤
及
び
在

学
の
人

▼
募
集
人
員　

約
30
人

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課　

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

農
業
用
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
等 

技
能
講
習
会

　

担
い
手
の
経
営
規
模
拡
大
や
集
落
営

農
の
法
人
化
が
進
む
中
、
省
力
、
低
コ
ス

ト
農
業
を
目
指
し
、
県
下
各
地
域
で
高

性
能
大
型
機
械
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま

す
。
利
用
の
効
率
化
と
安
全
利
用
を
推

進
す
る
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
程

（
技
能
講
習
）

・
期
日　

８
月
１
日
（
火
）、
８
月
２

日
（
水
）

・
場
所　

但
馬
空
港
駐
車
場
（
豊
岡
市
）

（
免
許
試
験
）

・
期
日　

　
（
け
ん
引
免
許
）
８
月
３
日
（
木
）

　
（
大
型
免
許
）
８
月
17
日
（
木
）、
８

月
18
日
（
金
）

・
場
所　

但
馬
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
養
父
市
八
鹿
町
）

▼
受
講
料　

　
（
け
ん
引
免
許
）
３
万
５
０
０
０
円

（
大
型
免
許
）
３
万
円

▼
募
集
期
限　

６
月
30
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
農
業
機
械
化
協
会

　

℡
（
０
７
９
０
）
47
‐
１
５
３
６

「
町
民
交
流
バ
ス
」
参
加
者
募
集

　

本
町
内
に
は
私
た
ち
が
知
っ
て
い
る

よ
う
で
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
と
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
本
町

の
魅
力
を
知
っ
て
、
交
流
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
「
町
民
交
流
バ
ス
」
を
計
画

し
ま
し
た
。
ま
も
な
く
出
発
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

▼
出
発
日　

６
月
27
日
（
火
）、
６
月

28
日
（
水
）、
７
月
１
日
（
土
）、
７

月
２
日
（
日
）、
７
月
３
日
（
月
）

▼
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
予
定
）

▼
行
き
先　

（
浜
坂
地
域
）
加
藤
文
太
郎
記
念
図
書

館
、
浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」、

但
馬
海
岸
遊
覧
船
、
田
君
川
バ
イ
カ
モ

公
園
、
七
釜
温
泉
ゆ
ー
ら
く
館
な
ど

（
温
泉
地
域
）夢
千
代
館
、荒
湯（
足
湯
）、

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館
、健
康
公
園
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら
、
但

馬
牧
場
公
園
な
ど

※
出
発
日
に
よ
り
、
行
き
先
順
が
異
な

り
ま
す
。

▼
対
象
者　

町
内
在
住
の
人

募　

集

広報しんおんせん（6月号）
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「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」
に
参
加
し
よ
う
！―

デ
モ
ス
ポ
行
事 

「
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
相
撲
」 

「
ペ
ア
マ
ッ
チ
ゴ
ル
フ
」　　

　
　
　

参
加
者
募
集

　
「〝
あ
り
が
と
う
〟
心
か
ら
・
ひ
ょ
う

ご
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
50
年
ぶ

り
に
兵
庫
県
で
国
民
体
育
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
本
町
で
は
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
行
事
と
し
て
「
少
年
少
女

ス
ポ
ー
ツ
相
撲
」「
ペ
ア
マ
ッ
チ
ゴ
ル
フ
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
元
で
開
催
さ
れ

る
国
体
競
技
に
参
加
し
、
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
少
年
・
少
女
ス
ポ
ー
ツ
相
撲
大
会
）

▼
期
日　

10
月
１
日
（
日
）

▼
会
場　

浜
坂
相
撲
場
（
浜
坂
）

▼
参
加
資
格　

監
督
１
人
、
小
学
生
５

人
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム（
男
女
不
問
）

▼
競
技
方
法　
（
団
体
戦
）
各
チ
ー
ム

予
選
３
試
合
を
行
い
、
上
位
チ
ー
ム

は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
（
個
人
戦
）
部
門
別
（
４
年
生
以
下
、

５
年
生
、
６
年
生
の
部
男
女
共
通
）

の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

▼
募
集
期
間　

６
月
１
日
（
木
）
～
７

月
31
日
（
月
）

▼
そ
の
他　

申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
実
行
委
員
会
に
よ
る
抽
選
と
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
新
温
泉
町
実
行
委

員
会（
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

（
ペ
ア
マ
ッ
チ
ゴ
ル
フ
大
会
）

▼
期
日　

10
月
８
日
（
日
）

▼
会
場　

湯
村
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ（
切
畑
）

▼
参
加
資
格　

ペ
ア
マ
ッ
チ
ゴ
ル
フ
プ

レ
イ
ヤ
ー
（
２
人
組
）
60
組

　

※
フ
リ
ー
１
人
と
シ
ニ
ア
（
60
歳
以

　

上
の
男
性
）
か
女
性
の
い
ず
れ
か

　

で
ペ
ア
を
組
む

　

※
県
内
在
住
の
人

▼
競
技
方
法　

ペ
ア
そ
れ
ぞ
れ
18
ホ
ー

ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ
と
し
、
ダ
ブ

ル
ペ
リ
ア
方
式
に
よ
る
。
２
人
の
合

計
数
で
順
位
を
競
う
。

▼
参
加
負
担
金　

１
ペ
ア
２
万
円　

（
１
人
１
万
円
・
昼
食
付
）

▼
募
集
期
間　

６
月
１
日
（
木
）
～
７

月
20
日
（
木
）

▼
そ
の
他　

申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
実
行
委
員
会
に
よ
る
抽
選
と
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
新
温
泉
町
実

行
委
員
会
ペ
ア
マ
ッ
チ
ゴ
ル
フ
部
会

（
教
育
委
員
会
分
室
内
）

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

ス
ポ
ー
ツ
く
ら
ぶ
21
は
ま
さ
か

「
太
極
拳
教
室
」
参
加
者
募
集

　

太
極
拳
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
静
か
な

動
作
で
行
い
ま
す
。
専
門
の
講
師
の

指
導
に
よ
り
初
歩
か
ら
は
じ
め
ま
す
の

で
、皆
さ
ま
の
健
康
増
進
に
最
適
で
す
。

▼
期
日　

６
月
16
日
（
金
）
～

　

※
毎
週
金
曜
日

▼
時
間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

▼
場
所　

ナ
カ
ケ
ー
白
川
店
「
２
階
プ

ラ
ザ
ホ
ー
ル
」

▼
講
師　

大
西
武
寛
さ
ん
（
鳥
取
県
岩

美
町
）

▼
対
象　

町
内
在
住
、
在
勤
及
び
在
学

の
人

▼
募
集
人
員　

40
人
程
度

▼
会
費　

月
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
は
ま
さ
か
太
極

　

拳
ク
ラ
ブ
（
中
尾
知
二
宅
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
４
１
４

「
新
温
泉
町　

わ
が
町
再
発
見
！

絵
画
・
写
真
展
」
作
品
募
集

　

本
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら

絵
画
、
写
真
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
応

募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
今
年
の
秋
に

浜
坂
、
温
泉
両
会
場
で
展
示
し
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
題
材　

新
温
泉
町
の
風
景
、
行
事
な

ど
で
あ
れ
ば
題
材
は
自
由

▼
資
格　

町
内
在
住
、
在
勤
の
人

▼
規
格　
（
絵
画
）
４
号
以
上
10
号
以

内
（
写
真
）
四
つ
切
、
ワ
イ
ド
四
つ

切
の
写
真
作
品

▼
作
品
数　

未
発
表
の
作
品
を
原
則
と

し
、
絵
画
、
写
真
を
各
２
点
ま
で
と

し
ま
す
。（
合
わ
せ
て
４
点
ま
で
）

▼
募
集
期
限　

８
月
11
日
（
金
）

▼
展
示
日
程

　
（
浜
坂
会
場
）

　

・
期
間　

８
月
26
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　

９
月
27
日
（
水
）

　

・
会
場　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

広報しんおんせん（6月号）
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（
温
泉
会
場
）

　

・
期
間　

10
月
３
日
（
火
）
～

　

10
月
25
日
（
水
）

　

・
会
場　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

「
押
し
花
体
験
教
室
」 

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

　

浜
坂
先
人
記
念
館
で
は
、
６
月
21
日

（
水
）
ま
で
、
浜
坂
先
人
記
念
館
「
以

命
亭
」
で
「
夢
を
ひ
ろ
げ
る
押
し
花
絵

画
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
押
し
花

の
魅
力
を
も
っ
と
深
く
感
じ
て
い
た
だ

こ
う
と
、
次
の
と
お
り
体
験
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

６
月
20
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
場
所　

浜
坂
先
人
記
念
館「
以
命
亭
」

▼
講
師　

宮
階
愛
子
さ
ん
（
指
杭
）

▼
内
容　

小
さ
な
額
に
入
れ
た
か
わ
い

ら
し
い
押
し
花
作
品
を
作
り
ま
す
。

▼
材
料
費　

１
５
０
０
円（
額
代
含
む
）

▼
募
集
人
員　

10
人
（
先
着
順
）

▼
募
集
期
限　

６
月
14
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

公
民
館
い
き
い
き
講
座
「
浴
衣

着
付
け
教
室
」
参
加
者
募
集

　

お
祭
り
や
盆
踊
り
な
ど
夏
は
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
今
年
の
夏
は
、

浴
衣
を
着
て
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

６
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時

～
正
午

▼
場
所　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
内
容　

浴
衣
が
自
分
で
着
れ
る
よ
う

に
指
導
し
ま
す
。
※
た
だ
し
、浴
衣
、

帯
、
ひ
も
２
本
、
前
板
、
達
巻
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
指
導　

岸
根
文
江
さ
ん
（
全
日
本
和

装
協
会
）

▼
対
象
者　

中
学
生
以
上

▼
募
集
人
員　

15
人

▼
参
加
料　

無
料

▼
募
集
期
限　

６
月
13
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

第
１
回
新
温
泉
町
浜
坂
相
撲
大
会
兼 

第
18
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
美
方
場
所 

　
　
　
　
　

出
場
選
手
募
集

▼
日
時　

６
月
18
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～

▼
会
場　

浜
坂
相
撲
場

▼
主
催　

新
温
泉
町
相
撲
連
盟
、
美
方

青
年
会
議
所

▼
対
象
者　

近
隣
市
町
の
小
学
校
１
～

６
年
生
の
男
女

▼
種
目　

①
個
人
戦
（
１
～
６
年
生
）

 　

②
団
体
戦
（
４
～
６
年
生
）

▼
そ
の
他　

個
人
戦
優
勝
者
は
、
７
月

30
日
（
日
）、
東
京
両
国
国
技
館
で

開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
権

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

兵
庫
県
生
活
創
造
大
学
「
食

の
安
全
を
考
え
る
セ
ミ
ー
」 

参
加
者
募
集

　

近
年
、
食
の
安
全
に
つ
い
て
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
気
に
な
る
け
ど

何
を
勉
強
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な

い
」「
実
際
に
ど
ん
な
取
り
組
み
が
さ

れ
て
る
の
か
知
り
た
い
」と
い
う
人
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
日　

６
月
29
日
（
木
）、
７
月

６
日
（
木
）・
13
日
（
木
）・
20
日
（
木
）・

27
日
（
木
）

▼
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

▼
場
所　

但
馬
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

（
豊
岡
市
）、コ
ー
プ
デ
イ
ズ
豊
岡（
豊

岡
市
）

▼
募
集
対
象　

県
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
、
在
学
し
て
い
る
学
習
意
欲
の
あ

る
人

▼
募
集
人
員　

30
人

▼
受
講
料　

１
８
０
０
円

▼
募
集
期
限　

６
月
22
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
１
４
９
０
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「
大
豆
の
植
え
付
け
と
豆
腐
づ

く
り
体
験
教
室
」
参
加
者
募
集

▼
期
日　

６
月
18
日
（
日
）

▼
場
所　

県
立
但
馬
長
寿
の
郷

▼
内
容　
（
午
前
）
大
豆
の
植
え
付
け

（
午
後
）「
長
寿
の
郷
」
産
の
大
豆
で

豆
腐
づ
く
り

▼
募
集
人
員　

20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円（
昼
食
代
込
み
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
長
寿
の
郷

　

℡
（
０
７
９
）
６
６
２
‐
８
４
５
６

「
草
木
染
め
あ
そ
び
」 

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

▼
日
時　

６
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時

30
分
～

▼
場
所　

県
立
但
馬
長
寿
の
郷

▼
内
容　

周
辺
の
里
山
で
材
料
を
集
め
、

ハ
ン
カ
チ
を
草
木
染
め
に
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
材
料
、
昼

食
代
込
み
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
長
寿
の
郷

　

℡
（
０
７
９
）
６
６
２
‐
８
４
５
６

「
不
法
投
棄
監
視
協
力
員
」

　
　
　
　
　
　
　
　

募
集

　

不
法
投
棄
の
な
い
安
全
で
住
み
よ
い

ク
リ
ー
ン
な
但
馬
の
環
境
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
「
不
法
投

棄
監
視
協
力
員
」
を
募
集
し
ま
す
。
ご

み
を
捨
て
な
い
、
捨
て
さ
せ
な
い
地
域

づ
く
り
県
民
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間　

６
月
15
日
（
木
）

▼
募
集
人
数　

１
０
０
人

▼
募
集
対
象　

但
馬
内
在
住
で
満
20
歳

　

以
上
の
人

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

生
活
環
境
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

Ｉ
Ｔ
関
連
訓
練
（
Ｏ
Ａ
簿
記

会
計
コ
ー
ス
）
受
講
者
募
集

　

求
職
中
の
人
を
対
象
に
、
就
業
能
力

向
上
を
支
援
す
る
た
め
の
職
業
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

▼
訓
練
期
間　

７
月
４
日
（
火
）
～
９

月
１
日
（
金
）

▼
訓
練
場
所　

学
校
法
人
大
岡
学
園

ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
「
キ
ャ
リ
ア
カ

レ
ッ
ジ
但
馬
」（
豊
岡
市
）

▼
訓
練
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
、
簿
記
会
計
実
務

▼
定
員　

20
人

▼
募
集
期
限　

６
月
16
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
２
２
３
３

「
放
送
大
学
」
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
授

業
を
行
う
通
信
制
大
学
で
す
。
本
年
10

月
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
学
生
の
種
類　

　
（
教
養
学
部
）

・
無
試
験
で
入
学
で
き
ま
す
。

・
15
歳
以
上
な
ら
誰
で
も
選
科
履
修
生
、

科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
約

３
０
０
科
目
の
中
か
ら
好
き
な
科
目

を
学
べ
ま
す
。

・
18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
を
お
持

ち
の
人
は
、
誰
で
も
全
科
履
修
生
と

し
て
入
学
で
き
、
卒
業
す
る
と
学
士

の
取
得
が
で
き
ま
す
。

　
（
大
学
院
）

・
18
歳
以
上
な
ら
誰
で
も
修
士
選
科
生
、

修
士
科
目
生
と
し
て
入
学
で
き
、
約

60
科
目
の
中
か
ら
好
き
な
科
目
を
選

べ
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

６
月
15
日
（
木
）
～
８

月
15
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　

℡
（
０
７
９
２
）
84
‐
５
７
８
８

　

放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
８
５
７
）
37
‐
２
３
５
１

ひ
ょ
う
ご
ユ
ー
ス
セ
ミ

ナ
ー
「
体
験
！
麦
わ
ら
細

工
ｉ
ｎ
城
崎
」

　

伝
統
工
芸
の
麦
わ
ら
細
工
を
一
緒
に

学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日　

７
月
26
日（
水
）～
28
日（
金
）

２
泊
３
日

▼
会
場　

県
立
城
崎
大
会
議
館
（
豊
岡

市
城
崎
町
）

　

※
宿
泊
は
「
旅
館
志
な
の
や
」

▼
内
容　

麦
わ
ら
細
工
実
習

▼
講
師　

神
谷
勝
さ
ん
（
但
馬
芸
術
文

化
会
議
会
員　

麦
わ
ら
細
工
職
人
）

▼
募
集
人
数　

30
人
（
小
学
校
４
～
６

年
生
）

▼
参
加
費　

１
万
３
５
０
０
円（
食
事
、

宿
泊
含
む
）

▼
募
集
期
限　

７
月
７
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
文
教
府
ユ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
実
行
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
４
０
７
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狩
猟
免
許
試
験

　

狩
猟
期
間
中
に
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
の
に
必
要

な
資
格
で
す
。
本
年
度
も
次
の
と
お
り

狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

（
知
識
・
適
正
試
験
）

▼
期
日　

７
月
５
日
（
水
）

▼
会
場　

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
総
合
営
農
セ
ン

タ
ー
（
養
父
市
八
鹿
町
）

（
技
能
試
験
）

▼
期
日　

７
月
25
日
（
火
）

▼
会
場　

姫
路
市
市
民
会
館（
姫
路
市
）

　

ま
た
は

▼
期
日　

８
月
１
日
（
火
）

▼
会
場　

兵
庫
県
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー

（
神
戸
市
）

※
初
め
て
狩
猟
免
許
試
験
を
受
け
る
人

の
た
め
に
、（
社
）
兵
庫
県
猟
友
会
が

知
識
技
能
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切　

６
月
12
日
（
月
）
～
23

　

日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
農
林
振
興
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
９
９

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

へ
の
完
全
移
行
の
お
知
ら
せ

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
は
、
平

成
15
年
12
月
か
ら
関
東
、
中
京
及
び
近

畿
に
一
部
で
開
始
さ
れ
、
本
年
末
ま
で

に
は
す
べ
て
の
都
道
府
県
庁
所
在
地
で

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に
伴
い
、
平

成
23
年
７
月
24
日
ま
で
に
終
了
し
ま
す
。

▼
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
視
聴
す
る
に
は

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ

　

に
買
い
換
え
る
。

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い

　

足
す
。

③
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
済
み
の
ケ

　

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る
方
法
が

　

あ
り
ま
す
。
な
お
、
視
聴
エ
リ
ア
は

　
（
社
）
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協

　

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

　

w
w

w
.d-pa.org

）
で
確
認
い
た
だ

　

け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
５
７
０
）
07
‐
０
１
０
１

緑
条
例
に
基
づ
く
環
境
形
成
区

域
な
ど
の
案
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

兵
庫
県
は
、
緑
豊
か
な
地
域
環
境
の
形

成
に
関
す
る
条
例
（
緑
条
例
）
に
基
づ
い

て
、
北
但
馬
地
域
（
豊
岡
市
、
香
美
町
及

び
新
温
泉
町
）
で
の
環
境
形
成
区
域
、
地

域
環
境
形
成
基
準
の
「
案
」
を
作
成
し

ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間　

６
月
27
日
（
火
）
～
７

月
10
日
（
月
）

▼
縦
覧
場
所　

兵
庫
県
景
観
形
成
室
、

但
馬
県
民
局
ま
ち
づ
く
り
課
、
同
局

建
築
第
２
課
（
新
温
泉
土
木
事
務
所

内
）、
新
温
泉
町
企
画
課
、
同
町
温

泉
総
合
支
所
振
興
課

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
景
観
形
成
室

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
３
６
４
２

個
人
住
民
税
及
び
県
民
緑

税
の
納
税
に
つ
い
て

　

兵
庫
県
で
は
今
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
個
人
住
民
税
に
、「
緑
」
の
保
全
、

再
生
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
で

あ
る
「
県
民
緑
税
（
個
人
年
額
８
０
０

円
）」
を
上
乗
せ
し
、
課
税
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
住
民
税
は
、
個
人
の
県

民
税
と
町
民
税
を
あ
わ
せ
て
本
町
が
課

税
し
、
徴
収
す
る
税
で
、
原
則
と
し
て

年
４
回
に
わ
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
第
１
期
分
の
納
期
限
は
６
月
30
日

（
金
）
で
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

住
民
税
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
３

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

交
付
に
つ
い
て

　

現
在
お
持
ち
の
老
人
（
65
歳
～
69

歳
）、
障
害
者
（
高
齢
重
度
障
害
者
）、

乳
幼
児
及
び
母
子
家
庭
等
の
医
療
費
受

給
者
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
の
有
効
期
限

は
６
月
30
日
で
す
。
７
月
１
日
か
ら
新

し
い
受
給
者
証
と
な
り
ま
す
。

▼
交
付
時
期　

６
月
下
旬

▼
交
付
の
方
法　

郵
送

※
児
童
手
当
現
況
届
の
必
要
な
人
へ
は
、

届
出
時
に
受
給
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

福
祉
医
療
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82―

５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡（
０
７
９
６
）92―

１
１
３
１（
代
）
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悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
！

　
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
と
は
、
訪

問
販
売
な
ど
で
、
消
費
者
が
い
っ
た
ん

申
し
込
み
や
契
約
を
し
た
場
合
で
も
、

契
約
内
容
に
よ
り
、
一
定
期
間
内
で
あ

れ
ば
一
方
的
に
無
条
件
で
契
約
を
解
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

▼
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
す
る
に
は

①
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め

て
、
一
定
期
間
内
に
契
約
相
手
な
ど

に
書
面
で
契
約
を
解
除
す
る
旨
を
通

知
し
ま
す
。

②
①
の
書
類
を
郵
便
局
の
窓
口
に
出
す

前
に
、
書
面
の
両
面
を
コ
ピ
ー
し
、

郵
便
局
発
行
の
受
領
書
と
一
緒
に
保

管
し
て
お
き
ま
す
。

③
①
の
書
類
は
配
達
記
録
郵
便
ま
た
は

簡
易
書
留
で
出
し
ま
す
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
利
用
の
場
合
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
会
社
に
も
出
し
て
お
き
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
５
か
条

１　

い
ら
な
い
も
の
は「
い
り
ま
せ
ん
」

と
は
っ
き
り
断
る
こ
と
が
肝
心

２　

そ
の
場
で
す
ぐ
契
約
せ
ず
、
よ
く

確
か
め
て
、
家
族
、
友
人
な
ど
信
頼

で
き
る
人
に
相
談
を

３　

個
人
情
報
（
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
口
座
な
ど
）
を
容
易
に
教
え

な
い
よ
う
に

４　

納
得
で
き
な
い
請
求
へ
の
支
払
い

は
慎
重
に

５　

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
お
近
く

の
相
談
窓
口
へ

▼
問
い
合
わ
せ　

　

但
馬
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
０
９
９
９

　

町
民
課　

生
活
環
境
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

「
松
く
い
虫
航
空
（
特
別
）

防
除
」
を
実
施
し
ま
す

　

森
林
資
源
の
確
保
、
自
然
環
境
の
保

全
及
び
景
観
の
維
持
な
ど
、
公
益
的

機
能
の
確
保
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す

「
松
林
」
を
松
く
い
虫
か
ら
守
る
た
め
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
薬
剤
散
布
を
行

い
ま
す
。
早
朝
か
ら
騒
音
な
ど
に
よ
り

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。

▼
期
日　
（
１
回
目
）
６
月
15
日
（
木
）、

（
２
回
目
）
７
月
６
日
（
木
）

▼
時
間　

午
前
５
時
～
10
時
（
予
定
）

▼
そ
の
他　

雨
天
な
ど
に
よ
り
散
布
が

　

で
き
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
、
翌
日
に

順
延
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課　

林
務
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

全
日
本
か
く
れ
ん
ぼ
大
会
の
開

催
に
伴
う
交
通
規
制
に
つ
い
て

　

大
会
当
日
、
次
の
と
お
り
交
通
規
制

を
行
い
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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▼
日
時　

６
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時

　

～
正
午
（
た
だ
し
、
八
田
屋
か
ら
御

　

や
ど
ゆ
も
と
間
は
午
後
１
時
ま
で
）

▼
場
所　

湯
村
温
泉
街
の
一
部

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
総
合
支
所　

振
興
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

漂
着
信
号
弾
（
危
険
物
）

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

海
岸
付
近
に
漂
着
し
て
い
た
信
号
弾

を
不
用
意
に
操
作
し
た
と
こ
ろ
、
発
射

物
が
顔
面
を
直
撃
し
、
負
傷
す
る
と
い

う
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

海
岸
で
漂
着
物
、
不
審
物
を
見
か
け

た
と
き
は
、
不
用
意
に
触
れ
ず
、
最
寄
り

の
海
上
保
安
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

香
住
海
上
保
安
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
４
９
９
９

―

新
温
泉
町
発
足
１
周
年
記
念
事
業―

「
新
温
泉
町
ゆ
か
り
の
先
人

た
ち
」
展
の
開
催
に
つ
い
て

　

本
町
は
、
来
る
10
月
に
合
併
１
周
年

を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
町
の
良
さ

を
掘
り
起
こ
し
、
住
民
が
自
信
と
誇
り

を
も
っ
て
、
次
世
代
に
つ
な
げ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
先
人
顕
彰

事
業「
新
温
泉
町
ゆ
か
り
の
先
人
た
ち
」

展
を
開
催
し
ま
す
。

　

現
在
、
同
展
で
取
り
上
げ
る
先
人
に

関
す
る
資
料
や
情
報
を
集
め
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
資
料
や
情
報
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
ご
存
知
の
人
は
浜
坂
先
人
記
念

館
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
展
示
期
間　

９
月
下
旬
～
11
月
上
旬

▼
会
場　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命

亭
」・
八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
展
示
内
容　

本
町
の
先
人
を
取
り
上

げ
た
資
料
を
展
示
し
ま
す
。
※
調
べ
て

い
る
主
な
先
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
浜
坂
地
域　

前
田
純
孝
（
歌
人
）、

篠
原
無
然
（
教
育
者
）、
加
藤
文
太
郎

（
登
山
家
）、
宇
野
雪
村
（
書
家
）、
谷

角
日
沙
春
（
画
家
）、藤
田
威
（
画
家
）、

井
上
寒
甃
（
書
家
）、
森
梅
園
（
教
育

者
）、
細
見
古
香
庵
（
産
業
）、
関
精

拙
（
禅
僧
）、
森
藍
尾
（
俳
人
）、
小

山
龍
太
郎
（
小
説
家
）、七
理
重
恵
（
教

育
者
）、
西
村
蓼
花
（
俳
人
）、
真
先

秀
太
郎
（
教
育
者
）、市
原
惣
兵
衛
（
産

業
）、
有
本
松
太
郎
（
産
業
）
な
ど

◎
温
泉
地
域　

福
井
久
蔵
（
教
育
者
）、

森
田
因
山
（
俳
人
）、霊
潭
和
尚
（
禅

僧
）、
中
井
舟
蘆
（
画
家
）、
立
脇
泰

山
（
画
家
）、竹
中
要
（
植
物
学
者
）、

川
元
顧
山
（
画
家
）、
漢
三
道
一
和

尚
（
禅
僧
）、福
島
一
玉
（
彫
刻
家
）、

田
畑
文
太
郎
（
畜
産
家
）、
村
尾
秀

一
（
杜
氏
）　

、本
多
浄
厳
（
禅
僧
）、

妹
尾
美
根（
教
育
者
）、細
川
修
治（
画

家
）
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ 

１
等
・
前
後
賞
あ
わ
せ
て
３
億
円

▼
販
売
期
間　

７
月
13
日
（
木
）
～
８

月
１
日
（
火
）

▼
抽
選
日　

８
月
11
日
（
金
）

※
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

収
益
金
は
、
兵
庫
県
内
で
の
販
売
実

績
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
県
内
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
（
財
）
兵
庫
県
市
町
村
振
興
協
会

　

℡
（
０
７
８
）
３
２
２
‐
１
１
５
１

播
但
連
絡
道
路
の
料
金
引
き
下

げ
（
本
格
実
施
）
に
つ
い
て

　

播
但
連
絡
道
路
で
は
、
本
格
的
な
通

行
料
金
の
引
き
下
げ
実
施
と
ノ
ン
ス

ト
ッ
プ
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ゲ
ー
ト
を
主
要
４
料
金

所
に
設
置
し
ま
す
。

▼
基
本
料
金　

約
３
割
引

▼
Ｅ
Ｔ
Ｃ
通
勤
時
間
帯
割
引
（
山
陽
自

動
車
道
及
び
播
磨
自
動
車
道
の
一
部

料
金
所
と
の
乗
り
継
ぎ
利
用
可
）

　

・
割
引
率　

基
本
料
金
か
ら
さ
ら
に

　

２
割
引

　

・
割
引
時
間
帯　

平
日
の
午
前
７
時

　

～
９
時
、
午
後
５
時
～
７
時
（
料

　

金
清
算
時
間
）

　

・
対
象
者　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
で
料
金

　

清
算
す
る
軽
自
動
車
、
普
通
車
の
み

▼
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ゲ
ー
ト
の
整

備　

花
田
本
線
、
砥
掘
、
福
崎
南
及

び
和
田
山
の
主
要
４
料
金
所
に
お
い

て
無
線
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ゲ
ー
ト
を
設
置

▼
実
施
時
期　

６
月
１
日
か
ら
実
施

▼
問
い
合
わ
せ

　

播
但
連
絡
道
路
管
理
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
０
）
22
‐
４
９
０
０
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